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北大文学部紀要 46-3 (1998) 

はじめに

佐藤昌介「植民論」講義ノート

一一植民学と札幌農学校一一

井上勝生

札幌農学校校長，佐藤昌介の 1900年前後の「殖民論」講義ノート(本稿の

タイトルでは現在，一般的な「植民論」を使用した)の全文を紹介し，若干

の解説を加えたい。

札幌農学校では r殖民策j，r殖民史j，r殖民論」という授業科目が講義さ

れていた。その後，東北帝国大学農科大学に改組する際に， 1907年6月の勅

令・第240号「東北帝国大学農科大学講座ノ種類及其ノ数」によって「農政

学殖民学講座」が設けられる。日本最初の植民学の講座である。

r~直民策j ， r殖民史j，r殖民論」を一括して，現在の一般的な呼び方にした

がって「植民学」ということにする。札幌農学校では，佐藤昌介と新渡戸稲

造，高岡熊雄が植民学の講義を担当していた。田中慎ーが指摘したように，

佐藤昌介は， 1890年度， 1893年度，そして 1896年度から 1904年度まで，新

渡戸稲造は， 1894年度， 1895年度に，高岡熊雄は， 1905年度， 1906年度に

植民学の講義を担当した。佐藤昌介が，植民学の講義の大半を受け持つてい

たのである(田中慎一「植民学の成立j，W北大百年史 通史~， 581~602 頁，

1982，北海道大学)。佐藤昌介は，札幌農学校の第一期生で，アメリカに留学

し，ジョンス・ホプキンス大学に学んで， 1886年に帰国し，札幌農学校の教

授になる。 1891年に札幌農学校長事務取扱に， 1894年に同校長に就き，以後，

東北帝国大学農科大学学長，北海道帝国大学学長を歴任し，学校と大学の長
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を務めること 39年に及んだ。

札幌農学校の植民学では，札幌農学校第1期生で校長の佐藤昌介の方が，

第 2期生の新渡戸稲造より先達であり，中心的な役割を担っていた。ただし，

その後の植民学の歴史としては，新渡戸稲造の方が知られている。新渡戸は，

1906年9月に東京帝国大学農科大学教授に就いて，-拓殖政策」の講義を担当

し， 1909年に新渡戸を引立てた児玉源太郎を記念する故児玉源太郎記念寄付

金で新設された「植民政策講座」の初代教授となった。新渡戸の東京帝国大

学での講義は w新渡戸博士植民政策講義及論文集』として，矢内原忠雄によっ

てまとめられている(同書， 1943年，岩波書庖)。

佐藤昌介の札幌農学校での植民学は，新渡戸の植民学の前史となるもので

ある。

佐藤の植民学の講義ノートは，田中慎ーが指摘しているように，現在 2

種類が，農学部に遺されている(田中，向上)01890年の「殖民史」と 1896

年の「殖民論」の講義の原稿である。一つは，二つの表紙・表題を持つもの

で，初めの表紙には「明治廿九年九月 殖民論講義原稿」とあり，次の表紙

には「明治廿四年一月(1891)於札幌殖民史講義」とある。

いま一つは，本稿で紹介する次のような表題の講義ノートである。

半佐

津藤

チ直 日白

昭( 民 筆記淘 講介義

和 敷

十浪 三日ム間

四
年晃

J¥ 
月)貿
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佐藤昌介「植民論」講義ノート一一植民学と札幌農学校一一

表題は 1頁目に記されており，ノート外表紙の後年に書かれた墨書には「半

沢淘氏筆記(明治三四年?)J という記入がある。

半沢淘は，農学校の 19期生で.1901年7月の卒業生である。同期には，星

野勇三，森本厚吉，有島武郎，佐藤政次郎らがいる。

半沢らの在校当時の「札幌農学校一覧』によれば，殖民論の講義は 3学年

(当時は「第3年級」と記していた)にたいして実施することになっている。

『札幌農学校一覧』の「自明治三十三年，至明治三十四年」の「学課」の 3年

生の講義には，殖民論は，特有作物論(通年).園芸論(通年).畜産学(第

2・3学期).家畜生理学及衛生学(第2学期).家畜飼養論(第2・3学期). 

養蚕論(第2・3学期).農業経済学(通年).殖民論(第1学期).森林学大

意(第2・3学期).水産学大意(第1学期).細菌学(第1学期)のなかに

記されており，第1学期に週3時間を実施することになっている(北海道大

学附属図書館北方資料室所蔵『札幌農学校一覧~)。しかし. 19期生の「札幌

農学校本科成績表」によれば，実際には，殖民論の講義は 4学年にたいし

て，第1学期に行なわれていた(同室所蔵「札幌農学校本科成績表J)。同じ

『札幌農学校一覧』によれば 4学年にたいして予定されている講義課目は，

畜産学(通年).獣医学大意(通年).農産製造論(第1・2学期).農政学(通

年)である。「札幌農学校本科成績表」では，実際の4学年の講義課目は，普

通作物論(第1学期).畜産学(通年)，獣医学(通年).農政学(通年).殖

民史(第1学期)が実施された。

半沢淘の4学年の第l学期は.1900年の 9月から 12月にあたる。上の表紙

は，敷浪晃の筆写以後に付けられたものであり，-半沢淘氏筆記(明治三四

年?)Jという疑問符を付けられた記載は，-明治三三年」の誤りである。「殖

民論」という課目名も「札幌農学校本科成績表」では，-殖民史」であったと

思われる。

この講義ノートは.1900年の佐藤昌介の「殖民論」の講義内容を示すもの

である。田中慎ーによれば，日本における植民学の暗矢は.1890年度の佐藤

昌介の「殖民史」である(田中，向上)。その 10年後の講義で，日清戦争の

5年後，日露戦争の 4年前にあたり，東京帝国大学での新渡戸稲造の植民学
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へと続く，日本の植民学の初期の歴史史料として， 1900年の佐藤昌介「殖民

論」講義ノートを以下に復刻し，紹介する。

「殖民論」講義ノートは，縦26.3センチ，横19.4センチのノートで， B 5 

サイズよりやや横長のノートに，横書きで，ペンによって記されている。ノー

トの規格は 1頁30行である。記入は， 24頁で完了しており，最後に[完]

と記される。英文などのごく一部がタイプによって記入されている。

筆記者の半沢淘は，のちに札幌農学校の教官に就いて，応用菌学の教授に

なる。 1900年の「殖民論」の「札幌農学校本科成績表」の「本科第四年級第

一学期試験成績表(明治三三年十二月)Jによれば I殖民論」では同級生34

名のなかで最高点 (90点・ 5名同点，因みに星野勇三は最高点，佐藤政次郎

は84点，森本厚吉は 85点、，有島武郎は，学年成績は 11位であるが，殖民史

は，最高点)を取得している。半沢の講義ノートは，信頼の置けるものと見

てよいであろう。なお，当時の授業は， 1回の授業は 60分で，第1学期の授

業は9月11日に始まり， 12月24日に終わった。秋季皇霊祭など4日の休業

日があるが I殖民論」の授業も 15週，前述のように週当たり 3時間であっ

たから，第1学期に計約 45時間が行なわれたと推測される (W札幌農学校一

覧 白明治三十三年至三十四年』など)。

1900年9月から 12月にかけて札幌農学校で4年生にたいして講義された

佐藤昌介の「殖民論」講義ノートを復刻するにあたって I殖民論」講義ノー

トの歴史的な位置や問題点の若干について述べておきたい。

佐藤昌介の植民論は， 1900年の頃を境として変化した。 1900年以前には，

内国植民を主張し，海外植民を批判していたが，以後，海外植民を否定せず，

むしろ積極的に推進する議論を展開する。佐藤昌介の植民論の，内国植民論

から海外植民論への転換である (W古河講堂「旧標本庫」人骨問題報告書~ N 
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佐藤昌介「植民論」講義ノート 植民学と札幌農学校

の(4)札幌農学校と植民学 4佐藤昌介・新渡戸稲造の植民学，北海道大

学文学部， 1997.7参照)。

日本農業の性格は，アイルランド以下」の「過小農」という評価をしてい

た佐藤昌介は，植民政策の展開を盛んに唱えていたが，植民は，もっぱら北

海道へ向かうべきだと論じ，海外へと植民が向かうことを一貫して批判して

いた。たとえば，次のような議論である。

吾人既に北海道は農家将来の楽土なるを知る，難然，府県農民多くは北

海道に於て農業を営むの資財に乏しきを以て其楽土に入る能はす……則ち

北海道の殖民は本邦過小農の弊を矯め，以て本邦農業の改良を来たすに於

て実に密接の関係を有するは勿論なりとす……農業を改良するの道は，外

国殖民に在らすして，内国殖民即ち北海道殖民にありとす，鳴呼，世の農

業改良を論するの土，宣に之を察せきるべけんや(，日本農業の改良と北海

道殖民との関係J，W殖民雑誌』第2号， 4~5 頁， 1889年8月)

「農業を改良するの道は，外国殖民に在らす」と，海外植民を否定する意見

を述べていた。やがて， 1900年以後は，海外植民を積極的に主張するように

なる。とりわけ満韓を中心とする海外への農業植民の主張であった。たとえ

ば，日露戦争中の次のような主張である。

(三)殖民政策第三は殖民を盛にして過剰の人口を海外に移すやうに

せねばならぬ，殖民事業は必ずしも国の政治権と相伴ふものでない，又殖

民すべき地の文明の優劣如何を問ふ必要はないので、ある，満韓地方が我殖

民事業の勢力範囲たるべきは云ふまでもない，或は豪州、|に，或は南北米国

ノに，或は阿弗利加に，盛んに我国人の殖民をなし，農牧の事業を起し，商

工業を営み，其の地方々々に我国民の勢力を確立するやうにせねばならぬ，

殖民の頭数を多くし，多数を以て，其の地方々々の人に打ち勝つやうにせ

ねばならぬ，余は必ずしも出稼移住のみを奨励するものではない，時に或

は国籍を移さねば都合の悪いこともあろう，さる場合には断然，其の地方
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に帰化し，其の地方の実益と一致するが寧ろ必要である，斯る手段はこれ

を臨機応変の所置に委ねてよい，兎に角も揮円球上到る所に我大和民族の

殖民地を開くことは我国権拡張の根底を作る所以なるは云ふまでもなく，

実に我国の富力増進せしむるに於て，莫大の効果があるものである……こ

れに成功せざるものは其国富を増すを得ずして，世界の劣敗者とならん，

我国若し国力を充実して，世界列強の班に入らんとならば，我国民たるも

の，戦後の経済政策として，真面目に熱心に殖民政策に力を入れねばなら

ぬ。(，戦後の経済政策J， W北海タイムス~ 1905年 1月1日)

「満韓地方が我殖民事業の勢力範囲たるべきは云ふまでもない」と主張され

ているのは，日露戦争中である点からも重視されるであろう。ただし，佐藤

昌介は，これを「国の政治権」の拡張とパラレノレの関係にあるものではない，

としていた。佐藤昌介の農業植民論，すなわち人口過剰，土地の過小から植

民の必然を主張する議論の特質である。この点は，殖民論」講義ノートでも

相当に意識的に配慮されている。しかし一方では，政治的植民の議論を避け

つつも，津円球上到る所に我大和民族の殖民地を聞くことは我国権拡張の根

底を作る所以なるは云ふまでもなく，実に我国の富力増進せしむるに於て，

莫大の効呆があるものである」とか「世界列強の班に入」る，と国権拡張の

議論へと繋がる植民の主張が，世界規模の問題として提起されている。ここ

に農業植民の展開，経済的富国の確立，国権拡張という回路が主張されてい

る。農業植民自体は，政治的植民政策にあらずという佐藤昌介の農業植民弁

護である。

日清・日露の戦間期， 1900年に講義された佐藤昌介「殖民論」講義ノート

は，内国植民から出発しつつ，それを前提として，海外植民に転換してゆく

「殖民論」の特質を示している。この講義ノートでは，

5，人口ノ平均

1，圏内ニ於ル地方的人口ノ粗密ヲ平均セシムル結果アリ o population 

ノcentreハ必ズ或地方ニ於テ之レヲ占ム。殖民事業ノ起ルニ従テ其中心ハ

6 



佐藤昌介「植民論」講義ノート 植民学と札幌農学校

移動ス。米閏ノ発達ハ人口ノ中心ヲシテ西漸セシム。(chicagoヨリ以西ト

ナル)之ヲ我国ノ人口ノ配置ニ考フルトキハ東北及北海道ハ人口甚ダ稀組

ニシテ畿内中国及ビ九州ハ人口ハ甚グ密ナルモノナリ。我国人口ノ移動ハ

漸次東漸スルモノト見テ差支へナシ。

のような部分に内国植民論の論理が，人口論として踏まえられている。「我国

人口ノ移動ノ¥漸次東漸スル」という。一方では，

18世紀ノ終末ニ到リテ東洋即チ絶東ハ国際間政治ノ活舞台ニシテ権力

競争ノ焼?(焦)点トナリタリ。露国ノ西比利亜ノ殖民， Siberia，満州、|及

ピ東清鉄道ノ敷設，及ビ清国門戸解放問題ハ欧がHノ政治問題ヲ東洋ニ移ス

ノ動機トナリヌ。

遂ニ資本ト人口ト兵力トヲ東洋ニ植ウルノ基トナリヌ。或意味ニ於ケル

殖民問題ト称ス可キナリ。

という所などに海外植民論への転換の歴史的背景の一端を見ることができ

る。東洋における国際政治，権力競争，そして「殖民問題」の発生と考察し

ている。

人口過剰論から農業植民を中心に「殖民論」を構成するのが佐藤昌介の植

民論の第二の特色である。「殖民原因」の第ーに「社会的原因」として，人口

と土地との関連が論じられている。「蓋シ其本ノ¥人口ノ過剰ノ蕃殖ニアルモノ

ニシテ殖民ハ其自然ノ結果ト云ハザノレベカラズ」という植民は「自然ノ結果」

という主張である。一見，素朴な主張のように見えるが，人口問題を抱えた

あらゆる民族・国家がこのような植民を実践できるわけではないことが自明

であろう。国民国家時代の「植民」は，植民する民族・国家と植民をされる

民族・国家(そこにおいてももちろん人口は増加している)があって初めて

構成可能になる。佐藤は I殖民論」講義ノートのなかで I農業殖民地ハ殖

民地中尤モ重要ナルモノニシテ此種ノ殖民地ハ発達シテ逆ニ州トナリ園トナ

ル未開ノ地ニ行ノ¥ル、慮ナリ。此土地ハ開闘以来或ヒハ僅カニ野蛮人ノ往来
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スル所トナルニ不過ルアリ j (第二章)という。佐藤が，日本の農業植民地の

中心として想定した満韓が「未開ノ地」であったか，また「僅カニ野蛮人ノ

往来スル所」であったか否かであろう。農業植民が「征略殖民地ニ於ルコト

キ人種ノ衝突権力ノ争奪ハ甚タシカラズ」と評価し得るか，これも問題をは

らんでいる。満韓は，その後，佐藤昌介や新渡戸稲造によって事実，未開」

そのものの地域と評価されるようになる(佐藤「鮮満旅行土産(上)， ~北海

タイムス」大正2年9月13日 2面，新渡戸「亡国j，'枯死園朝鮮j，新渡

戸稲造全集』第 5 巻~古河講堂 '1目標本庫」人骨問題報告書~ Nの C4Jの

4佐藤昌介・新渡戸稲造の植民学)。

「殖民論」講義ノートの冒頭で，佐藤昌介は， Lewisの定義を引用している。

Lewisの定義の最後に 'expelthe ancient inhabitantsjという先住民族の

追放の問題が出てくる。講義ノートで先住民族問題が言及されていないわけ

ではない。たとえば，第一章の「政治上ノ原因」の所で，優等ノ種族ノ¥劣等

種族ヲ征服シテ殆ント之ヲ奴隷トナシ或ヒハ之ヲ域外ニ expelシ新タニ植民

地ヲ建設スル」と指摘している。しかし，このような政治によって構築され

る植民地について，国ノ権力ヲ蹟張シテ土地ノ征服ヲ目的トスルモノナリ。

其結果ハ遂ニ皐術上ニ於ケル植民地ヨリハ寧ロ属邦及ビ征服地ブ称スルコト

ナリ」として，学問としての「殖民論」から政治と軍事力による植民地問題

を考察対象の外とする。これが，学問としての佐藤の「殖民論」が，当時の

植民地問題の核心である政治(植民地支配)や先住民の問題を隔離してしま

う原因になることはいうまでもないが，皐術上ニ於ケル植民地」と規定され

た「植民論」には，日本の知識人の思想史として重要な課題があるであろう。

「属邦及ビ征服地」の問題を植民論から排除してしまったのである。こうして

純粋学問としての「植民論」が構成される。佐藤昌介は，日本が実践してい

た植民を「平和の発展策にして侵略主義にあらず」と弁護していたから，こ

のような「学問としての植民論」への文脈も，多分に意識化されたものであっ

たと思われる(，農政上に欠けたる要素j，~農業世界~ 2の13，4頁， 1907年

11 月，佐藤の植民政策弁護については『報告書~ Nの C4 J参照)。
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この「殖民論」講義ノートの第一章で「植民事業ト政治問題」が論じられ

ているが，それは，実は植民地獲得をめぐる欧米諸国のあいだの「政治問題」

に，つまり植民地支配国相互の問題に限定されおり，植民地支配国と被支配

国，あるいは植民地支配国と先住民族のあいだの政治問題ではない。佐藤昌

介の「殖民論」講義ノートの第三の問題に，先住民族問題が考察されないこ

と，政治と軍事による植民地支配の実情が，まったく考察されないところが

挙げられる。

こうした政治の現実としての植民学に踏み込み，政治的植民を現実政治の

立場から，現実肯定的に論述したのが新渡戸稲造でFあった(~報告書~N の[ 4 J 

参照)。

第四の問題点として，佐藤昌介の植民事業の賛美が注目される。たとえば，

植民は，-国ノ尤モ強キ時，国民ノ元気旺盛ナル時」に起こる(第一章，殖民

ノ時機)。植民は「新思想、j，，-新知識」を集め(同，殖民事業ノ結呆，新知識

ノ獲取)， ，-文明ノ事実ノ拡張ナリ j，，-未開ヲ導テ人道ノ域ニ進マシムノレj (同，

同胞主義ノ拡張)ことになる，という。当時の欧米の「文明」思想が，第三

世界を「未開」とし，-未開」にたいする「文明化」を一方的に賛美するもの

であったことは，最近の「オリエンタりズム」論でとくに系統的に議論され

ている(E.W. サイード『オリエンタリズ、ム~ 1978，平凡社ライブラリー，今

沢紀子訳， 1993)が，従来からも指摘されていることである。もともと 18世

紀以来の近代国際法がこのような「文明」と「未開」の枠組みを確定してい

たのであり，現代国際法の民族自決権原則は，こうした枠組みにたいする批

判のなかから生まれたのである。佐藤昌介は，こうした欧米の近代の「文明」

と「未開」の枠組み，そして「未開」にたいする「文明化」の思想を受容し

ているわけである。あるいは，-未開」にたいする「文明化」の思想を，日本・

アジアの世界として再構成したといえる。

「冒険」や「官険者」を植民の原因の「第5jとして挙げている点も注目さ

れる。植民地では「一世一代ニシテ巨万ノ富ヲ作ル」ことができる，-危険ノ

性質ヲ若干帯ブルモノナリ。危険ヲ犯サマレパ希望ヲ現出スル事不能。需要

9 



北大文学部紀要

供給ノ大勢ヲ察シ事業上ノ資本ヲ注入シ近キ将来ニ於テ其事業ヨリ報酬ヲ得

ントスルコトヲ希望スノレコトハ必ズシモ之レヲ投機的事業ト称スベカラズ」

などいう植民者についての，ある種の「官険」イデオロギーの形成を指摘す

ることができる。同時代の「植民学」の負の性格を端的に示していよう。

『古河講堂 i[目標本庫」人骨問題報告書』のN i東学農民軍指導者と推定さ

れる頭骨について 頭骨の背景事情」の C4) i札幌農学校と植民学」におい

て，珍島で処刑された東学農民軍指導者の遺骨を採集したという文書をのこ

した佐藤政次郎という人物が， 1901年7月に札幌農学校を卒業し， 1904年7

月に日露戦争に応召し， 1906年3月に釧路港から横浜へ向かい， 5月に韓国

統監府勧業模範場技手に任命され 6月に東京から出発して韓国京城(ソウ

ノレ)に着き，木浦の勧業模範場に着任した人物にほとんど間違いないことを

述べた。この佐藤政次郎は，札幌農学校の校長，佐藤昌介と親交があり，佐

藤昌介が，佐藤政次郎の韓国渡航前後にも交信していることを報告書』に

おいて佐藤昌介校長の日記類の調査で指摘した。

佐藤昌介校長は， 1905年 12月7日に釧路の佐藤政次郎に書翰を発信する。

3月21日には渡韓のために東京へ着いた佐藤政次郎に，また書翰を発信す

る。東京の一時的な佐藤政次郎の住所も記している。佐藤政次郎が韓国につ

いたあと，佐藤昌介校長は 6月27日にまたも佐藤政次郎へ当てて書翰を

送った。佐藤邑介校長は，農商務省の植民地官僚に人脈のあった新渡戸稲造

などと連絡して植民地へ卒業生を送り出していたのであるが~報告書』で，

佐藤政次郎の韓国統監府の勧業模範場への就職を佐藤昌介が知っていたこと

が確実であると指摘した(~報告書~ C 4))。その後，以下のような事実が判

明し，佐藤昌介校長と，卒業生佐藤政次郎の連絡が一層，明らかになったの

で補記しておく。

佐藤政次郎が成績優秀な学生であったことは，前述した。当時，札幌農学

校では「校費生」と「特待生」の制度があったが，佐藤政次郎は 4年生の

-10 
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際に特に「校費生」に選ばれた(3年生の時は，佐藤政次郎は特待生であっ

た)。すなわち，校費生は，星野勇三(農甲)，佐藤政次郎(農乙) (乙は，牧

畜……註記)，半沢淘(植)ら 5名で，特待生は，有島武郎ら 4名であった。

特待生は，授業料免除だけであるが，-校費生」については，授業料免除の上，

学費として「月額金七円」が給与されたのである。当時，学校の教諭の年俸

が約 500円であったから，-月額金七円」の給与は少ない額ではない。校費生

は，寄宿舎に入る義務などがあったが，重要なのは，次の校則・第53条であ

る。

第五十三条校費生卒業後満五ヵ年間，其身分進退ニ関シテハ校長ノ許可

ヲ受クヘキモノトス

そして，第59条で，校費生の「契約書」の「書式」が定められている。「契

約書」は校長に宛てて作成される。校則を守ることと，上記の「第五十三条」

を守り「身分進退」について許可をえることが契約された。

佐藤政次郎の札幌農学校卒業は 1901年7月であり，韓国へ渡航し，統監府

勧業模範場に就職した 1906年5月から 6月の期間は，実は，この契約期間の

なかに入るのである。佐藤政次郎は，佐藤昌介校長に「身分進退」にかんし

て「許可」を得なければならなかった。佐藤昌介校長と卒業生・佐藤政次郎

との関係について，佐藤昌介の日記類のなかで，互いにたびたび交信してい

ることが判明したが，このような札幌農学校の制度にもとづく関係が存在し

たのである。札幌農学校卒業生の統監府時代の韓国植民政策への参画には，

佐藤昌介校長が「許可」を出したのである。札幌農学校の日本の植民地支配

への参画の問題がこの点からも指摘される。

(1) 原文の註記は( )によって，校訂者の註記は[ ]のなかに記した。

(2) 原文の節の通し番号は，ししから 4)，5)などと変わる場合があ

るが，原文のままとした。

(3) 原文でしばしば使用されている枠は， トキに改めた。
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(4) 原文のなかのマルとカンマは，しばしば判別しがたい。校訂者におい

て適宜判別したところがある。

(5) 原文の誤字は，そのままとし，校訂者の[ママ]という註記を加えた。
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参考書紹介

組論

殖民事業ノ解稗

殖民ノ原因

社会的，宗教上，政治上

経済上，官険的探求

植民事業ト政治問題

殖民ノ時機

殖民事業ノ結果

1，商業ノ拡張

2，運輸業ノ発達

3，新知識ノ獲得

4，世界経済ノ勃興

5，人口ノ平均

6，同胞主義ノ蹟張

Index 

p.1 

2-5 

5-6 

6 

6-10 

第二章殖民ノ種類 12-14 

第三章殖民地ニ於/レ経済上ノ特質 15-23 

第四章 殖民地政府ノ路島織 23-24 

殖民論

参考書

Ireland. A Tropical Colonization 

Roscher Kolonialpolitik 

Leroy Beaulieu De La colonization chez les peuples modernes 

Lucas A Historical Geography of the British Colony 5vols 

(1897) 

Heeren A manual of the History of the political system of 
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the Europe and its Colony (1830) (Translated from 

German) 

Brougham Colonial Policy 

Merivale Lectures on Colonization and Colonies (1861) 

Wakefield On Systematic Colonization 1847 

Lewis On the Government of Dependencies 1894 

Cotton & Payne Colonies and Dependencies (1883) 

Seeky Expansion of England or Great Britain 

Woodward 

Vignon 

Laucsson 

Girault 

England 

Zuirucrmann 

Mays Smith 

殖民事業ノ解稗

L'Expansion de la France 

Principes of Colonization 

Her Majesty's Colonies 

Die Colonial Politik Gross Britanniens (1899) 

Emmigration and Immigration 

総論

殖民事業ハ之ヲ大ニシテハ建国ノ事業トナシ，之ヲ小ニシテハ個人経済の

事業トナス。而シテ殖民事業ハ古昔ヨリ今日ニ至ノレマデ，園ノ歴史上ノ事賓

ナリ。

或ル時期 (epoch)ニ於ケル殖民事業ハ盛大ヲ極メテ連綿数世紀ニ渡リ或ノレ

時機ニ於テハ殖民事業ノ、全ク中止ノ姿ヲ呈ス。(Dormaut)古代ノ Phenesia

[ママJ，Greece， Rome各其国ニ特色ナル[ママ]殖民事業ヲ経営シタルモ

ノナリ。近代ニ及ンデハ米国ノ発見ハ実ニ殖民事業ニ新紀元ヲ開キシモノナ

リ。爾来LordBaconノ如キ AdamSmithノ如キ， Heerenノ如キ，哲学者

経済学者政治学者等ハ殖民問題ニ新シク科学的観察ヲ輿へテ或ヒハ殖民ノ種

類，性質，沿革，動機 (motive)等ヲ研究スルニ至リヌ。韓近殖民問題ハ新

局面ヲ開カシメタリ。即チ帝国主義ノ拡張ト実利ノ掌握ト社会問題ノ解稗ト
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ヲスlレコトヲ連帯セシムノレニ至リヌ。之ヲ以テ益々撃者ノ研究ヲ之ニ向ッテ

注グコト、ナリヌ。遂ニハ殖民学機ヲ起シヌ。殖民事業ヲ科学的ニ組織的ニ

研究スルノ企テアルニ到リタリ。而シテ学者間ニハ殖民其物ニ新シク定義ヲ

下スコトヲ試ミ，即チ Colonisationナル字ヲ LatinノColoniaト同一ノ意味

ヲ有スルモノトシ即チ coloniacivium Romanorumト称セラレ農業殖民地

ヲ意味スルモノナリ。

而シテ其本国トノ関係ヲ政治上ニ社会上ニ有スルコト厚キモノナリ。然1レ

ニ又Romaニ先立チテ Greeceハ特殊ノ殖民事業ヲ経営シタルモノニシテ其

殖民地ハ専ラαπOlXια ト称ス1レモノナリ。其本国トノ関係ハ甚ダ薄キモノニ

シテ殆ント独立ノ新社会ヲ建設スルモノナリ。

故ニ殖民地ハ政治上ニ於テ本国ト関係ヲ有セザ、ルモ殖民地タルニ妨ゲナ

シ。

Lewis氏ノ定義ニヨレパ[原文以下タイプ]

A Colony properly denotes a body of Persons， 

belonging to one country and political community， 

who having abondoned that country and community 

form a new and seperate society，independent or 

dependent， in some district，which is wholly or 

nearly uninhabitant，or from which they expel the 

ancient inhabitants. [タイプ終り]

殖民原因

植民ノ原因ハ之ヲ歴史上ノ事実ニヨリ観察スレノむ

し社会的原因

2，宗教上ノ原因

3，政治上ノ原因

し経済上ノ原因

5，官険的探求ノ原因

以上ハ重ナル原因トシテ其大要ヲ述ブレパ，

15 
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1，社会上ノ原因ハ専ラ人口ト土地トノ関係ヨリ起ルモノナリ。一国ノ人口

ハ年々蓄(蕃)殖ヲ見ル土地ノ面積ニハ際限アリ其生殖力ハ人口ノ蕃殖

ニ伴フテ増加スルコト不能モノナリ。此ヲ以テ狭障ナル国土ニ比較的多

数ノ国民ノ棲息スル時ノ、其生計ノ、困難ヲ極メ為ニ社会的不平ヲ国民間ニ

生ジ蛮ニ国民ノ一部ヲ他ニ移動セシメテ其不平ノ原因ヲ夕、ザルヲ得ザ

ルナリ。労働者ノ職業ヲウルニ困難ナルコト農民ノ土地ヲ得ルコトノ困

難ナルコト，食料ノ欠乏スルコト，出兵ノ屡々起lレコト種々ノ源因ハ相

結合シテ時ニハ社会的争乱ヲ起スコトアリ。蓋シ其本ノ¥人口ノ過剰ノ蕃

殖ニアルモノニシテ植民ハ其自然ノ結果ト云ハザノレベカラズ。古代

Greece， Romeノ植民モ社会的原因ノ、確ニ其一因ナリキ。近代lrlandノ

人民ガ米国ニ移住ス/レモ其本国ニ於ケル不平ヲ醤スルノ希望ヨリ出ズ。

2，宗教上ヨリ植民ヲ起セルコトハ米国ノ発見以来歴史上ノ一大事実ナリ。

中古ノ十字軍ノ Palesteinニ戦端ヲ開キ，宗教的熱心ヨリ土地ノ政喜ヲ

小亜細亜地方ニ企テタリト睡モ永遠ノ植民ヲ蛮ニ見ルコトヲ得タリキ。

反之シテ米国発見以来英，イ弗，西ハ宗教ヲ宣布スルノ目的ヲ以テ又信何

ノ自由ヲ得lレヲ以テ彊民ハアゲテ移リタリ。之ニ於テ遂ニ永久ノ植民ヲ

米国ニ於テ建築セルニ到リタリ。

FranceノCanadaニ於ケル

英国正宗徒ノ NewEnglandニ於ケルハ其適例ナリ。

3，政治上ノ原因ノ¥

国ノ権力ヲ横張シテ土地ノ征服ヲ目的トスルモノナリ。其結果ノ¥遂ニ撃

術上ニ於ケル植民地ヨリハ寧ロ属邦及ビ征服地ヲ称スノレコト〉ナリ

優等ノ種族ハ劣等種族ヲ征服シテ殆ント之ヲ奴隷トナシ或ヒハ之ヲ域外

ニexpelシ新タニ植民地ヲ建設スルモノナリ。 Spainノ中央及ビ南

Americaニ於ケノレモノハ其適例ナリ。

4 )経済上ノ原因

植民ハ本ヨリ経済ト離レテ立ツコト不能ノレモノナリ。経済ノ基礎ノ上ニ

建タザレパ植民ハ決シテ永久的ノモノナラズ。富ハ賓ニ植民事業ノ中心

ナリ。而シテ近年ニ及ンデ植民事業ハ益々経済的性質ヲ帯ビルニ到リヌ。
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農業ノ植民地ヲ開設スルコト又ハ商業地ヲ蹟張スルコト，或ヒハ採砿事

業ヲ起スコト之等ハ経済的植民ニ於テ欠クベカラザル事業ナリ。土地異

ナレパ天然ノ生産モ亦自ラ異ナルモノナリ。金銀鋼鉄ノ如キ天然ノ鉱物

ノ如キ鳥獣魚介ノ如キ特別ノ動物或ヒハ珍貴ノ果貫，或ヒハ木材之等ヲ

新聞ノ土地ニ於テ経済的使用ニ新タニ発見シテ之ヲ貿易上ノ物件トナ

シ，以テ人工品ト之等ノ天産物ト有無相通シテ彼我ノ利益ヲ計ルコトヲ

米国ノ発見植民ノ起リシ以来屡々繰返サル、事賓ナリ。今日ニ於テ未タ

其ノ事業ハ終局ニ到リタルモノニアラズシテ益々新局面ヲ開クコトヲ得

ル有様ナリ。蓋シ世界ハ未ダ幼稚ナリ。社会ハ未ダ全ク世界的ニナラサ

Jレモノナリ。故ニ近世ノ一大刺戟カタル運輸交通ノ機関ノ発達スルニ従

ヒ，益々経済的植民事業ノ撰張セラル、ニ至ノレ。然レトモ運輸交通ノ発

達ハ世界ノ Geometrical面積ヲ縮小スル故ニ此ノ経済的植民事業ニ対

シテ其性質ヲ (Nature， character)梢々変ゼ、シム/レニ至ル。交通不便ノ

当時ニ於テ又未開ノ国土ノ東西両半球ニ於テ[原文空白]時代ニ在ッテ

ノ、殖民事業ノ、危険ノ性質ヲ帯ビノレモノナリ。今日ニ至テハ之ヨリ安全

(梢々)ナル確賓ナノレ設計ニヨリテ此殖民事業ヲ経営スルヲ得ルニ至リ

ヌ。即チ市場ノ状態ヲ計リ，土地肥痩ヲ鑑ミ人口ノ過不足ヲ能ク推察シ，

以テ資本ノ投下ヲ定メ，其報酬即チ利益ヲ諜算シテ経営ス1レア得ルニ至

リタリ。殖民事業ノ、此[原文空白]ニ在リテ全ク経済的起業ナリ(Eco-

nomic Enterprise)近世ノ濠洲ニ於ケル英国ノ植民事業米国ノ西部地方

ニ於ケル殖民又ハ独乙ノ或国内ニ於ケル植民ノ如キ極ク近年ニ及ンデ東

洋ノ諸国ニ商業区域損張ヲ欧洲諸国ノ企ツルモ，一種ノ植民事業ト見倣

スコトヲ得。

5 )冒険的探求ノ原因，

官険的探求ノ原因ハ最古ノモノナリ，古昔，フエニシア人ノ地中海ノ

沿岸及地中海以外ニ迄モ往来シテ所々ニ其殖民地ヲ開キ或ヒノ、砿物ヲ獲

得スルコトヲ努メ，又ハ商業品地ノ拡張ヲ勉メタルハ其適例ナリ。近世

ニ及ンデ米国発見ノ[ここから原文は改頁で，改行が左端詰めに変わる]

当時，数多ノ冒険者ヲ出シヌ。蓋シ名誉心ニ駆ラレシモアラン。又ハ富ヲ獲
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得スルノ熱望ニカラレシモアラン。或ヒハ又学理ヲ実地ニ研究スルノ目的ニ

出デタルモアラン。其動機ハ同一ナラズト雄モ，其事業ハ冒険ノ性質ブ有シ

タリ。其ノ人ハ国ヲ異ニシ，時代ヲ異ニスト雄モ其冒険ノ結果トシテ国ヲ発

見シ富源ヲ開発スルニ至リシモノ多シ。又航海通路ヲ安全ナラシムルニ至リ

シモノナリ。地理上ノ大発明? ヲ起シタルモノモアリ。蓋シ異大[ママ]

ノ事業ハ決シテ一人ト一時トニ於テ成功スルモノナラズ。米国ノ如キモ

Columbus以来発見ニ発見ヲ重ネテ遂ニ大陸全部ヲ知ルニ到リタリ。

以上ノ種々ノ原因ヨリ種々ノ植民地ヲ起シテ決シテ単一ノ原因ハ単独

ニ働キテ植民地ヲ起スコト少シ，数多ノ原因ノ結合シテ遂ニ種々ノ植民地ヲ

起スニ到リタリ。

植民事業ト政治問題

植民事業ハ個人ノ任意ニ出ヅルモノ，又ハ社会ノ刺戟ニ出ヅルモノナリ。

不問政治問題ヲ引キ起セルモノ往々歴史上ニ見Jレ処ナリ。其関係ハ殖民地ト

本国トノ政治的関係トナルモノナリ。文ハ移住国ト殖民者者[ママ]ノ本国

トノ園際問題トナルモノアリ。往時二当ツテハ所謂殖民政喜ナルモノヲ英国

ノ殖民地ニ起レリ。屡々航海律ヲ出シ殖民貿易ヲ管理スルコトヲ企テタリ。

(Colonial Policy)殖民地ニ科租スルノ当否ノ如キ最モ政治上ノ大問題ナリ。

之カ原因トナリ米国ノ独立戦争ヲ起セリ。

本国ニ於テ殖民地ヲ主配[ママ]スルノ場合或ヒハ其国内ニ於ケル殖民地

ヲ主張スノレノ場合ニ於テ殖民地ニ於テハ行政及立法機関ノ設備ノ知キモ政治

問題ト緊要ナルモノナリ。本国ニ於テ Teritoryノ行政紅織ハ建国ノ始メニ於

テ(米国) [ママ]米国政府ノ最モ苦心セルモノナリ。

園際問ニ渡ル政治問題ニ到ツテハ之ヲ近代ノ事実(殖民上ノ)ニ徴スルモ

或人種ノ移住ヲ制限シ若シクハ全ク禁止セントスルカ如キ問題，又ハ殖民地

ノ沿岸ニ於ケル入会漁業問題ノ如キハ其著シキモノナリ。之ヲ往時ニ訴ッテ

園際問ニ亙ル政治上ノ問題ノ¥殖民地ニ於ケル賓利文ハ賓権ヲ占領スノレノ競争

ヨリ起レルモノ多シ。 Spainト英国，英国ト Holland又ハ France，Spain英

国トノ米国ノ殖民地，或ヒハ東西印度，南洋諸島ニ於ケル殖民事業ノ競争ノ
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如キ引テ競争ノ結果戦端ヲ醸シ或ヒハ同盟ヲ形成シ，国際間ノ宣戦ノ交附ト

ナリ平和ノ政策トナルカ知キモ既住三百年間ノ欧洲ノ歴史ハ殖民地ニ関係セ

ルモノ少ナカラズシカシテ殖民上ノ問題ハ漸次東漸スルノ傾向アリ。初メハ

米国ニ於テ重大ナル問題起リ近年ハ Africa殖民地割操ノ問題ハ著シキ国際

問題ナリキ，其結果トシテーノ自由国ヲ Congoニ起スニ到リタリ。

18世紀ノ終末ニ到リテ東洋即チ絶東ハ国際間政治ノ活舞台ニシテ権力競

争ノ焼?(焦) [ママ]点トナリタリ。露国ノ西比利亜ノ殖民， Siberia，満州、|

及ビ東清鉄道ノ敷設，及ビ清国門戸解放問題ノ¥欧洲ノ政治問題ヲ東洋ニ移ス

ノ動機トナリヌ。遂ニ資本ト人口ト兵力トヲ東洋ニ植ウlレノ基トナリヌ。或

意味ニ於ケル殖民問題ト称ス可キナリ。

殖民ノ時機

殖民事業ハ歴史上ノ一大事実ニシテ国アリ人口アリテ以来殖民事業ヲ実見

セサルモノナシ。然レトモ，殖民事業ハ尤モ隆盛ヲ極ムル時機ノ¥各国ニ於テ

各々異レリ。殊別ノ原因アリテ大ニ殖民事業ヲ刺戟シテ或時機間殆ント間断

ナク殖民事業ヲ継続スルコトアリ。而シテ文或ル原因ヨリ殖民事業ノ頓坐シ

テ暫ク其跡ヲ納ムルモノアリ。殖民事業ニ大刺戟ヲ輿フルモノハ発見事業ナ

リ。新国土ノ発見，新航路ノ発見及ビ新砿山ノ発見等ハ人身心?原文身の

上に心?を添記]ヲ変動セシメテ生国々外ニ新事業ヲ起スノ念ヲ誘フタルモ

ノナリ。歴史上ニ於テ新紀元ヲ開キタル時ハ即チ殖民事業モ亦新紀元ヲ起シ

タ/レトキナリ。国ノ尤モ強キ時，園民ノ元気旺盛ナル時ノ¥個々人ノ任意的冒

険的事業ヲ国民ニ試ムルノ時ナリ。

殖民事業ノ結果(大喜)

殖民事業ハ経済上ニ政治上ニ社会上ニ又ハ教育上ニ大ナル影響ヲ及ボスモ

ノニシテ其近代ノ歴史上ニ歌ノ¥レタル治蹟ニヨリテ其結果ノ主ナルモノヲ上

グレパ

1，商業ノ蹟張

2，運輸業ノ発達
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3，新知識ノ獲取

し世界経済ノ勃興

5，人口ノ平均

6，同胞主義ノ損張

之等ヲ重ナル結果トスノレ。

北大文学部紀要

1，商業ノ横張ニ就テハ英国ノ殖民政喜ニ於テ殖民地ヲ以テ本国ノ市場ト

見倣スコトナリキ。専ラ殖民地ノ開発ハ本園ノ生産事業ヲ利スノレト云ブコト

ナリキ。

然レトモ近代ニ於テハ商業ノ発達ノ¥其範囲益々損張セラレテ植民地ハ本国

ノ市場タルノミナラズ他ノ通商国ノ市場トナリ，植民地以外ノ諸国ハ殖民地

ニ向ツテ市場ヲ開クモノナリ。殖民地ノ事業ノ発達スルニ従テ殖民地ノ生産

ハ特ニ市場ニ於テ殖民地生産品ト栴シテ (Colonialwarren)特別ニ珍重セラ

ル。商業ハ元来一方ノ利益ヲ輿フルモノニアラズ相互的ノモノナリ。輸出品

ヲウクルモノハ輸入品ヲ持来リモノナリ。往時ノ殖民事業ニ在ツテハ専ラ天

然物ノモノヲ殖民地及其以外ノ商業ヲ成立セリ。現今ノ¥独リ天然物ノミナラ

ズ殖民地ニ於lレ粗製品又ハ自然カヲ利用シテ工業品ヲ殖民地ニ出シ以テ商工

業ノ関係ノ新タニスルモノアルニ到ノレ。

2，運輸業ニ到ツテハ殖民事業ト密接ナ関係ヲ有スルモノニシテ殖民事業

ト運輸事業ト消長ア共ニスルモノナリ。運輸業ノ進歩セノレ園ハ殖民事業ニ於

テ必ズ成功ヲ占メタルモノナリ。十七八世紀ニ於テ Hollandノ運輸業ノヨク

海権ヲ掌握セル時二ハ尤モ旺盛ヲ極メタルモノナリ。 Hollandノ海権ノ哀歌

ハ即チ殖民事業ノ衰頚ニヨル。

3，新知識ノ獲取 殖民ハ新社会新境遇ヲ造ノレモノナリ。国土気候ノ異ル

慮ニ人口ノ間断ナキ移動ノアノレモノナリ。境遇ノ異ナル時ハ新思想ヲ起スモ

ノナリ。外物ノ刺戟ヲウクルコトノ多キモノナリ而シテ又殖民者新規模ヲ起

スコトノ多キモノナリ。元来殖民ハ従来ノ境遇ヲ改良シテ新ニ安身立命ノ境

遇ヲ企ツルモノナレパ，其望希ヲ達セサル内ノ¥移動ヲ止メズ。故ニ之ヲ歴史

上ノ事実ニ照セノて，殖民地ハ殖民地ヲ産ムコトハ既ニGreece当時ノ殖民地

ヨリ米国ノ殖民地ニ至ルマテ悉ク其適例ヲ輿フ。米国ニ於テ屡々姉妹州ナル
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コトヲ聞ク。殖民地ノ起原ヲ云ヒ顕ス言葉ナリ。 Greece当時ニハ殖民地ハ

Citiesナリシヲ以テ DoughterCityト云フ。米国ニテハ Sisterstateト云フ。

如此ノ状態ノ¥植民地一般ニ於テ見ルコトナリ。之ヲ以テ殖民地及本園ニ於ル

関係アル社会ノ¥自然ト新知識ヲ招クモノ多クナルニ到ル。現存セル事賓ニヨ

リ新知識ヲ蒐集ス。植民事業ノ、此点ヨリ観察スノレ時ハ知識ニ向ツテ新タナノレ

進路ヲ開クモノナリ。或ヒハ地理，歴史等ニ知識ヲ得ルモノナリ。[原文空白]

報告ノ現出，新聞ノ出現通信ハ増加スル等自然新知識ヲ増加スノレモノナリ。

4，世界経済ノ勃興 殖民事業ハ世界経済ヲ興スル[ママ]到lレハ之ヲ

近来ノ殖民事業ノ発達ト世界貿易ノ蹟張トニ相対照スルトキハ，其事貫然ル

ヲ認ム。殖民事業中尤モ刺戟ヲウクルモノハ経済上ノ刺戟ナリ。国土ノ異ル

ニ従テ生産ノ異ナリ殊ニ殖民地中PlantationColony (出稼殖民)ト栴スルモ

ノ即チ南洋諸島或ヒハ濠洲ノ一部又ハ南米ノアル地方亜布利加ノ一部等ニ於

テ殊別[ママ]ノ生産物ノ得ルタメニ之ニ資本ヲ注入シテ事業ヲ起ス殖民地

アリ。事業者ハ其人口ヲ殖民地ニ移シ殖民地ノ新社会ヲ造ルニアラスシテ資

本ヲ移シテ事業ヲ起スニ在リ。其事業ハ殊種[ママ]ノ産物ニ関スルモノニ

シテ例へパ南米ニ於ケルCoffeeノPlantation濠洲ニ於ル牧羊地ノ Planta-

tion之レヲ往時ニテハ米国南部地方ノ TabaccoノPlantationノ如キハ其一

例ナリ。近代German園ニ於テ殖民地生産品ト栴スルモノハ即チ此種ノ殖民

地ヨリ多ク輸入シ来レルモノナリ。此等ノ生産品ヲ独リ資本ノ出デタル本園

ニ送ルノミナラズ，一般ニ世界市場ニ之等ノ生産品ヲ送リ出ス。之レ世界経

済ノ一端ヲ開クモノナリ。而シテ殖民地ハ政治上ニ於テハアルー園ノ支配ニ

任セリト雄モ経済上ニ於テハ今日ハ殆ント何レノ国ノ支配ヲ受クルモ敢テ撰

フ所ナク，只其政治ハ殖民事業ノ発達ニ充分ナレノf，喜ンデ之ニ資本ヲ注入

スルノ傾向アリ。之ヲ以テ米園ノ殖民地ニハ欧洲ノ資本ノ¥績々注入セラレ南

米ノ殖民地ニハ独乙ノ資本英ノ資本モアノレ。Arzentineハ英，Brazilハ独等ナ

リ。

殖民地ハ必ズシモ人口ノ外圧ヨリ来タ/レモノノミニアラズ。資本ノ移動ハ

殖民事業ニ大関係ヲ帯ブ故ニ殖民地ノ如キ事業ノ多クシテ資本ノ欠乏セノレ所

ニハ遊資ノ之ニ流入スルハ当然ナリ。加フJレニ近年交通運輸ノ機関発達スル
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ニ得テ[ママ]需用者[ママ]ハ生産者ノ地理上ノ距離甚夕、近接シ園ト園ト

ノ経済上ノ関係ハ復雑ナルモノトナリ，一園ノ経済ヲ所理スルニ高国ノ経済

上ノ変動ヲ講究セサルベカラズ。金利及物価ノ¥ー圏内ニ於テ定マノレモノタラ

スシテ世界的金利世界的物価格ヲ起スニ到ノレ。之等ノ¥今日世界ノ政治及経済

ノ上ヨリ来タルモノナリ。而シテ殖民事業ノ如キハ世界経済ヲ建設スルニ講

究スヘキモノナリ。

5，人口ノ平均

1，圏内ニ於ル地方的人口ノ組密ヲ平均セシムル結果アリ。 populationノ

centreハ必ズ或地方ニ於テ之レヲ占ム。殖民事業ノ起yレニ従テ其中心ハ移動

ス。米国ノ発達ハ人口ノ中心ヲシテ西漸セシム。(chicagoヨリ以西トナル)

之ヲ我国ノ人口ノ配置ニ考フルトキハ東北及北海道ハ人口甚ダ稀粗ニシテ畿

内中国及ビ九州ハ人口ハ甚ダ密ナルモノナリ。我国人口ノ移動ハ漸次東漸ス

ルモノト見テ差支へナシ。

都会及地方トノ人口ノ配置ヲ考へテモ如何ニ植民事業ハ至大ノ影響ヲ及ス

ノ¥知ルニ不難。近年人口ノ移動ノ¥瀕ニ都会地ニ向フ，工業商業ノ中心ニ向フ。

[原文空白]勢変スルモノニシテ都会ニ於テ人口ノ集合シ過グルヲ以テ労

働社会ノ¥困難トナリ生計ノ¥困難トナリ文資本家ノ¥薄利ヲ以テ満足セザレパナ

ラザルニ至ル殖民事業ノ、実ニ此ノ労働者社会及資本家ニ向ツテ有益ナノレ出口

ヲ輿フルモノナリ。此ニ於テカ園内ニ於テ人口組ナル地方二人々ノ或ヒハ潮

流ハ[ママ]進ミ又ハ海外ノ殖民地ニ向ツテ出稼移住ヲナスモノアルニ到ル。

然レトモ人口ノ移動ハ圏内ニ於ケル一ヶ年ノ人口ノ増貯ヲ桐加スルト云フ。

未ダ超加[ママ]セノレ事賓ヲ認メズ。アル一地方ヲ取リテ人口ノ移動ヲ調査

セパ或ヒハ増殖数ヲ調加[ママ]ヲ発見スルトモ確ム。之レヲ一園ノ人口ノ

増減ニ就テ調査スルトキハ其増植数ハ遥ニ失フタル人口ニ増加ス。我国ノ人

口ノ如キ年々四十万二近キ増加ヲ見ノレ。即チ 1/100以内ナリ。

6，同胞主義ノ櫨張

殖民ノ最後ノ結果トシテ同胞主義ノ現実ヲ殖民地ニテ見ノレ。之レヲ近ク米

国ノ殖民地ニ例ヲ引ケパ殆ント欧洲諸国ノ国民ノ代表者ヲ持タサル殖民地ハ

ナシ。各国民ノ入会殖民地ト稿シテモ可ナリ。帰化ノ殖民者ヲ以テ新社界ヲ
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築建スルモノナリ。然レトモ国家ト云フ観念ハ制度文物ノ上ニ現ハル殖民者

ハ各々特色ヲ帯フルハ事賓ナリ。其本固ヨリ習慣風俗ヲ持来シ制度文物モ宗

教ヲモ持来シ而シテ或ル一国ノ殖民者ノ多数ヲ占ムル所ニハ其ノ本国ノ国風

ハ事賓ノ上ニ現ノ¥ル。此ヲ以テ教育ノ如キモ重一ノ教育法ニヨル不能シテ地

方地方ニ於テ其特色ヲ有ス。例へパ独乙ノ殖民者ノ多キ地方ニテノ¥小撃校ニ

於テ独乙語ヲ教授ス。Norway，Sweden人ノ多キ所ニハ Norway語ヲ以テ教

授ス。本国ノ特色ヲ幾分カ其間ニ於テ保存セリト雄モ一端新社界ヲ建築セル

上ハ米国ノ共和主義(Democratic)ニヨリテ凡テ支配サル、モノナリ。本国

ヲ愛シテ新帰化国ヲ愛セサノレコトハ決シテナシ。新帰化国ノ国民タル義務ヲ

蓋スコトニ於テハ敢テ米国ニ於テ生レタル国民ト異ナルコトナシ。名誉ノ位

置ヲ占ムルニ於テモ往々新帰化ノ人之ヲ占ムルモノアリ。行政ノ枢機ニ輿ル

モノ立法ノ要務ニ当ルモノアlレ例ハ少ナカラズ。況ンヤ地方ノ立法体ノ自治

制ニ於テハ彼我ノ区別ハ更ニナシ。帰化民ヲ若シ除カントスルトスルカ如キ

傾向アルトキハ之レヲ狭障ナルAmericanism(米国主義)ニシテ輿論ノ¥之ヲ

不取。而シテ帰化セル米国民ト其本国ノ国民トハ如何ナル関係ヲ有セルヤト

間フニ尤モ親密ナル関係ヲ有ス。相互ノ往来ハ絶ユルコトハナシ。結婚ノ如

キ慰問ノ如キ関係ヲ有スルコト僅少ニアラズ。経済上ノ関係モ少ナカラズ。

或ヒハ本国特有ノ産物ヲ送ルアリ。又ハ新殖民地ノ産物ヲ本園ニ輸出スルコ

トアリ。商業上ノ関係モ又密接ス。時トシテ(空白)ハ帰化セル人ハ其本園

ニ帰化国ノ駐在官トシテ派遣サレ領事事務官又ハ外交官トシテ本国ニ派遣サ

ル、アリ。以上ハ米国ノ殖民地ニ於テ屡々見ル所ノモノナリ。悌，独，英等

ノ殖民地ニ於テ他国ノ人ヲ拒テ入レサル等ノ如キ事ノ¥決シテナシ。近来米国

ニ於テ労働者移住ノ反対ノ¥一時ノ現象ナラント思フナリ。只支那人ノ如キハ

同化力ヲ不有。彼等ハ又永住ノ念ヲ有セズ。故ニ彼等ニ対シテ特別ノ政策ヲ

行フコトハ止ムヲ得サルコトナリ。然レトモ米国ト云ハス又濠洲亜弗利加其

他南洋諸島ノ殖民地ニ於テモ，欧羅巴人種ハ新殖民地ヲ建築スルニ当テハ更

ニ彼岸ノ区別ナク四海皆同胞ノ主義ヲ以テ新殖民地ノ建築ヲ勉ム。

殖民事業ノ結果ニ付テ述ブレパ大暑此ノ如シ。

終リニ到テ(殖民ヲナス国)殖民ヲ送ルノ国ノ¥殖民ヲ入ノレ、ノ園ニ於テ即
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チ母国ト殖民地ト相互ノ間ニ著シク相異セル事賓ヲ述フ、レパ

母国ハ国土ハ開国以来古ク人口移多ナリ。買力(経済上ノ)ハ富ミ国土ハ

狭障ナリ。

反之殖民地ノ¥人口稀粗ニシテ劣等ノ程属ハ住ムカ又ハ全ク住マザルカノ経

済上ノ実力ノ¥甚タ薄弱ナリ。未開ノ土地多ク其国ノ歴史ハ未タ新シク或ヒ

ハ未聞人種ノ口碑遺停ヘヲ有スルニ不過。

此比較上ヨリ考フルモ殖民事実ハ文明ノ事実ノ撞張ナリ。経済的事業ナリ。

又社界及ビ国家ヲ建築スルノ事実ナリ o 又人道(Humanity)ノ為メニ或ヒハ

塵力ヲ除キテ自由ニシ又未開ブ導テ人道ノ域ニ進マシムルモノナリ。既往四

百年間ノ殖民事業ハ経歴ヲ経テ稿、々組織的 (Systematic)ナリ。科学上又ハ

歴史上ニ之レヲ研究スルノ材料ヲ有スノレモノナリ。

※ 

J. Plas 

Principles of Colonisation 

1， Coloniesde [ママ]peuplement 

2， Coloniesd'exploitation [ママ]

3， Colonies de Commerce 

4， Coloni巴sde plantation 

5， Colonies de [原文空白]

6， Colonisation militaire 

7， Colonisation penal巴
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第二章

殖民ノ種類

Heerenノ分類ハ四種二分ツ

1， Ackerbau Kolnien 農業殖民地

2， Pflanzungskolonien 出稼殖民地

3， Bergbaukolonien 鉱業殖民地

4， Handelskolonien 商業殖民地

Roscherノ分類ニヨレノて

1， Eroberungskolonien 征服殖民地

2， Handelskolonien 

3， Ackerbaukolonien 

4， Pflanzungskolonien 

※(前頁参照)

Lucasノ分類ニヨレパHeerenノ分類法ニ Pastoralclassヲ特ニ入ル、ヲ

至当トセリ。 Pflanzungskolonienノ外ニ論ズルナリ。今此処ニ専ラ Roscher

ノ分類法ニ従テ各殖民地ノ特質ノ概意ヲ述ブレパ

1)征服殖民地ハ之ヲ歴史ニ徴スJレニ近代ノ初メ殖民事業ノ起ルニ当テ中央

亜米利加，南亜米利加等ノ或ル地方ニ於テ西斑牙国ノ殖民者ノ¥軍隊ノ組織ヲ

ナシテ当時ノ住民ヲ征服シテ或ノ¥之ヲ奴隷トシ付隷トシ其土地ヲ占領シ其財

産ヲ掠奪シ其権利ヲ政治上ニ宗教上ニ経済上ニ勝利ヲ占メ本国ノ少数ノ殖民

者ヲ以テ征服地ヲ統御セルハ即チ之レナリ。此ノ種ノ殖民地ハ人口ノ甚タ組

ナル処，経済力ノ甚タ薄弱ナル処ニテハ行ハレズ，寧ロ或ル程度マテ文明ノ

影遇[ママ]ニ在テ相手ノ国力ヲ有セルモノハ即征墨殖民地トナル。 Mexico，

Peruノ¥既ニ文明ノ域ニ達シタリキ。此時ニ Spainハ征服セリ。古昔Romeノ

兵力旺盛ナル時代ニ在テ或ノ¥Africaニ或ハ以太利ノ市外ノ地方ヲ征服シテ

此ニ軍隊ヲ移住セシメテ所謂現今ノ屯回殖民地ヲ開設セノレコトアリ。之等ヲ

特ニ栴シテ RoscherハMilitaerKolonienト栴シテ征墨殖民地ノ一種トナ

ス。
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2 )商業殖民地ナルモノハ極ク近代三於テ其発達ノ顕著ナルモノヲ見ル。航

海事業ノ発達ニ商業ノ進歩ニ帰国ス。船舶ノ往来ス/レニ当リテ遠航海ナノレ場

合ニハ或ヒハ石炭ノ積ミ入レヲ要スルアリ。或ヒハ飲料水ヲ積入ルノ必要ア

リ。或ヒハ糧食ヲ準備スルノ必要アリ。或ヒハ疾病者ヲ上陸セシメ，或ハ船

舶ノ修繕ヲ要スルコトアリ。故ニ航海ノ要路ニ当ノレ場所ニハ船渠(ドッグ)

[カッコ内は上側ルビ]ヲ設クルカ倉庫ヲ設置スノレカ，或ノ¥文製造所ヲ設置シ

テ製造品ヲ輸出スルコトヲ企テ，或ヒハ海員ノ養成所ヲ設置スルカ，此等ノ

設備ノタメニ自然ニ其土地ハ発達シテ自由貿易港トナリ，以テ繁盛ナル殖民

地トナルモノ往々有之。近時ノ香港ノ如キ Singapoleノ如キ Attensノ如キ

God hope capeノ殖民地ノ如キ，皆其本ヲ尋ヌレパ

Handelskolonienナリキ。

3 )農業殖民地ハ殖民地中尤モ重要ナルモノニシテ此種ノ殖民地ハ発達シテ

逆ニ州トナリ園トナル未開ノ地ニ行ノ¥ル、慮ナリ。此土地ハ開闘以来或ヒハ

僅カニ野蛮人ノ往来スル所トナルニ不過ルアリ。森林ハ斧鍛ノ未タ入ラザル

モノ原野ハ未夕、鋤型ノ入ラサルモノ山川沼津ノ開ケサルモノ，港湾ノ未タ船

舶ノ入ラサルモノ膿物ノ未タ採掘セラレサ/レモノ，天然ノ富アルモ人生ノ利

用ニ供セラレサル地方ハ即チ此種ノ殖民地ニ属ス。殖民ノ末独立シテーノ邦

園ヲ形成スノレモノアリ。又ハ殖民者ノ属セル本国ノ統御下ノ下ニ立ツモノア

リ。此種ノ殖民地ハ其進歩ハ之レヲ他ノ殖民地ニ比セパ，比較的遅緩ナルカ

如キ状況アリ。然レトモ其進歩タノレヤ確実ナリ。殖民者ノ¥一時ノ来往ニハア

ラズシテ子孫ノタメニ新タニ郷ヲ移スモノアリ。其新境遇ヲ改良シテ幸福ナ

/レ生涯ヲ望ンテ来タルモノナリ。征墨殖民地ニ於ルコトキ人種ノ衝突権力ノ

争奪ハ甚タシカラズ。商業殖民地ハ資本ニ富ム国ノ事業ニ属ス。農業殖民地

ハ労力ヲ要ス。資本ノ運転ヲ要スルコトハ商業殖民地ノ如ク其赴キヲ異ニス

Jレ。(1)ハ資本ノ運転甚タ速カナ/レモノ(1)ハ資本ノ運転遅キモノ，資本的経営

ヲナストキハ其成功ヲ多年ノ後ニ帰セサルヘカラザ、ルモノナリ。而シテ屡々

難難ニ遭遇スルモノ欠庭ヲ招クモノナリ。然レトモ人口ノ殖増ハ年ヲ追フテ

著シク土地ノ開拓ノ¥生産物ヲ益々増殖セシメ天然ノ富源ハ年ヲ逐フテ又益々

開カレテ初メ薄弱ナル貧弱ナル殖民地ハ年月ト労働ノ結呆ニテ逆ニ経済上ニ
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強ク文物ノ又見ルへキモノアルニ至lレ。其新勢力ノ¥遂ニ旧国ヲ塵制スルニ至

リヌ。即チ初メハ弱ク後ニハ難キハ農業殖民地ノ適例ナル歴史上ノ適例ノ、北

米合衆国南E米利加濠洲南亜弗利加地方近世殖民事業ノ起因以来尤モ進歩著

シキモノハ此農業殖民地ナリ。

4 )出稼殖民地 Plantation Colony 

此種ノ殖民地ハ専ラ僑者品[ママ]ヲ生産スル為メニ特ニ設ケタルモノナリ。

例へパCoffee，Sugar， lndigo，其他ノ生産品ニシテ殖民地生産品ト呼パレ

ッ、アルモノヲ産出スル為ニ設ケラレタノレモノナリ。即チ本国ノ気長[ママ]

ハ之等ヲ生産スルコト不能ナルモノナリ。若クハ生産シテモ甚ダ困難ナル所

ノモノナリ。未開ノ土地ニシテ気候ノ温暖ナル処土地ノ肥沃ナル所劣等種族

ノ其地方ニ緒居シテ労働者トシテ之ヲ使用スノレノ便宜アノレ地方ニノ¥此種類ノ

殖民地ヲ開クコト容易ナリ。此種類ノ殖民地ニ於テハ事業ハ純正ノ農業ト都

会ニ於ル工商業ノ間ニ介在スJレモノナリ。工芸的植物ヲ専ラ栽培スルコトヲ

カム。本国ニハ資本ヲ供給スルノ殖民地ナリ。労働者ヲ往々隷属者トシ又ハ

奴隷トナセル殖民地ハ少ナカラサルトコロナリ。米国ノ南部地方モ始メハ此

種ノ殖民地ニ属セ/レモノト栴スルモ不可ナシ。即チ煙草ヲ栽培シ米ヲ作り，

棉ヲ作ル其ノ農場ヲ称シテ通例Plantationト呼ベルモノ cotton planta-

tion，南米Brazil地方，中央AmericaノMexico地方ノ¥CoffeeノPlanta-

tionヲ以テ知ラル。西印度地方ハ Sugarノplantationヲ以テ知ラレ其他，蘭

領Javaニ於ル西牙斑[ママ]ノ Philippineノ如キ或ヒノ¥砂糖，或ヒハ煙草ノ

如キ本国ノ人種ガ之レニ永住シテ農業的殖民地ノ建築ヲ目的トセズシテ貿易

品ヲ産出セシメ為メニ之等ノ殖民地ヲ占領シテ資本ヲ注入シ生産ヲ起シ貿易

ヲ進ムルヲ以テ其目的トナス。此等ノ殖民地ハ一歩ヲ進ムルトキハ或ノ¥農業

殖民地トナリ或ヒハ商業殖民地トナリ人口ノ増殖シ地方ノ発達スルニ従フ遂

ニ殖民地ノ経済的基礎ハ強固トナリ自治政ヲ行ヒ政治上ニ於テモ相等ノ進歩

ヲナスニ至ルモノナリ。
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音十一一
一第

殖民地ニ於ル経済上ノ特質

殖民地ノ経済上ノ特質ヲ研究シテ之レヲ旧国ノ状態ト比較スルトキハ種々

ノ点ニ於テ其特色アルコトヲ発見スベシ。蓋シ殖民地ハ旧国ノ発達セル順序

ヲ踏ミ，其軌道ヲ追フテ進歩スルモノト見/レコト不能。或場合ニハ一躍シテ

非常ノ進歩ヲナスコトアリ。旧国ニ於テ数十年若クハ数百年ノ年月ヲ経テ始

メテ現実スルコトヲ得タル物質上ノ進歩モ新殖民地ニ於テハ直チニ之ヲ現出

シテ階段的行為ヲ示サマルコト往々アリ。例へパ交通機関ノ発達ノ如キ普通

道路ノ未ダ完全セサ/レトキニ当リテ鉄道ノ既ニ貫通セルモノアルヲ見ル。耕

作器械ノ如キ始メヨリ自然力或ヒハ動物力ヲ用ヒテ運転スル新規ノモノヲ利

用スルコトモアリ。其然ル所以ノモノハ殖民者ハ既ニ相当ノ文明ニ進ミタル

国民ニシテ殖民ハ即チ其文明ヲ新開ノ土地ニ普及セシムルノ事業ナリ。経済

的事業ノミナラズ制度文物ノ如キ事業ガ階段ヲ踏マズシテ進歩スルコトハ

往々之ヲ殖民史上ニ於テ見ル所ナリ。以之殖民地ハ反ツテ本国ニ優レル進歩

ヲナシテ其新タナル勢力アノレ元気ヲ以テ森々タノレ進歩ヲ現ハスコト往々ア

リ。之レヲ古代ノ殖民史ニ見ルモ Greeceノ文学ノ盛ンナルハ Athenceヨリ

ハ， Corynthヨリハ却テ Miliathus，Ethisns，小亜細亜ノ Greeceノ殖民地ニ

於テ之レヲ見タリ。

経済上ノ状態ハ如何ナルモノナルヤニ就テ。

1，生産物ノ種類(殖民地ニ於ル)

殖民地ノ生産物ノ¥其初メハ勿論天産物ナリ。自然ノ生産物ニ属ス。之ヲ

鉱物ニシテ金，銀，銅，鉄石炭ノ如キ，魚、猟ニ於テハ高債ナノレ毛皮類，大口

魚，鮭，鯨，鯖又水牛ノ如キ，薪炭ノ如キ，森林ノ生産物ニ於テハ各種ノ建

築用材特別船艦用材ノ如キ，而シテ熱帯地方ニ於テハ特別ノ生産物ナノレCof

fee， Sugarノ知キ， Cotton Indigo等ノ如キハ重ナル生産物ナリ。農牧ノ生

産物トシテハ穀類，肉牛，羊毛等ナリ。

殖民地ハ漸次進歩スルニ従テ，其ノ生産物ノ種類ハ革ル。次デ工業的農産

物起リ，粗製品ニ加工シテ世界ノ貿易品ヲ造ノレニ至レリ。即チ製鉄(各種ノ)

鋼材ノ如キヲ出セリ。穀粉類，綿布，毛布，農産製造品類等ノ用量ヲ減シテ
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出木慣貴キ製産品ヲ出スニ至リタリ。之レ即チ順序ナリ。

2，殖民地ノ物債

殖民地ニテハ物慣ノ標準タルモノ少シ。故ニ物慣ノ高低甚シキモノナリ。

世界ノ市場ニ於テ物債ノ標準タ/レモノハ重要ナル貿易品ニ向ツテハ取引上ニ

於テ現ハル所ノ債格ナリ。然ルニ殖民地ニ於テハ物債ノ高低常ナク，或時ノ¥

非常ニ高ク或ル時ハ非常ニ安ク，其依ル所ヲ有セサルハ常ナリ。之レブ要ス

ルニ加工品ハ高ク粗製品ハ廉ク，又物債ノ尤ナルモノハ生産費以外運賃ハ重

要部分ヲ占ム。勿論殖民地ヲ通シテ債格ノ均一ヲ求ムルコトハ甚タ難キモノ

ナリ。地方的債格モ亦区々ニ分ラル。蓋シ交通ノ不便ナルト未タ正当ノ商業

取引ナルモノハ殖民地ノ幼稚ナノレ時代ニ於テハ存在セサ/レカ為ナリ。

3，交換ノ状況

殖民地ノ物慣ニ次イテ著シキ経済上ノ事実ハ蓋シ交換ノ状態ナラン。交換

ノ状態ヲ観察スJレ時ハ経済界ノ甚タ幼稚ナルコトヲ知リ，殖民地ノ交換ノ¥専

ラ物品交換ニ依ルモノナリ。物品ト物品トヲ交換シ又ハ労力ト物品ヲ交換シ

テ貨幣ノ媒介ニヨル交換ノ¥殖民地ノ幼稚ナル時代ニ至テハ之レヲ行フコトヲ

必要トセサ/レコトアリ。次ニ信用機関ノ如キハ未タ其ノ用ヲナスコト能ハサ

ルカ為メニ，信用経済ノ発達ハ殖民地ノ発達ヲ待タサルベカラズ。殖民地ニ

於テ必要ナルモノハ日常ノ生活ニ必要ナル物品ナリ。而シテ殖民地ニ於テ産

出スル天産物ニシテ世界ノ市場ニ於テ珍重セラレ高債ヲ博スルモノト雄モ，

例へパ毛皮等ノ如キ宝石類等ノ如キモノニ於テモ時トシテハ少量ノ債格ノ低

キ必要品ト交換スルカ如キ奇ナル現象ヲ呈スルコト往々アリ。

4 )分業ノ程度

殖民地ニ於テハ分業ノ範囲甚タ狭シ。如何ナル種類ノ殖民地ニ於テモ一個

専問[ママ]ノ業ヲ以テ立ツハ難シ。出来ル夕、ケ他ノ職業ヲモ兼ネザノレベカ

ラズ。此ヲ以テ工業者ハ其技璽拙ナリ商業者ハ其業務ハ百般ノ事ニ渡ルカ為

メニ精通セス。蓋シ分業ノ少キハ経済ノ程度ノ低キコトヲ示スモノニシテ殖

民地ノ或ル時代ニ於テハ蓋シ之ヲ蹟ルコト不能ナルナリ。最近四五十年間ヨ

リ分業ハ分タレタリ。
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5 )殖民地ニ於ル需要品ノ種類

殖民地ニ於テハ其社界[ママ]幼稚ナルカタメニ需要品ノ知キモ勿論実用

ヲ貴ビ華騎ナノレモノヲ避ケ尤モ経済ニ適セルモノヲ要スルコトハ通常ノコト

ナリ。然レトモ其曙好ノ比較的高尚ナク幼稚ナル社界故其[空白]ニ於ケJレ

カ如キ物品ヲ要スルヤト云フニ決シテ然ラサルモノナリ。如何トナレパ殖民

地ハ開明ノ程度高キ所ヨリ新タニ移リ新社界ヲ造ノレ故ニ其社界ノ噌好ノ、元来

高尚ナノレモノニ属ス。然レトモ殖民地ノ社会ヲ観察スルトキハ一見シテ凡テ

ノ事甚タ不秩序ナルヲ見Jレ。一方ニ於テ高尚ナル噌好ヲ示シテ或ハ美術品ヲ

貴ブノ風アレバ一方ニ於テ社会ノ現状ハ甚タ低度[ママ]低クシテ高尚ナ/レ

習慣ト全然反対セル有様ヲ顕ハスコトアリ。即チ人智ノ程度甚タ低クシテ

High Cultureノ何物ナノレカヲ知ラスシテ大イニ瞳着矛盾視セラレノレモノヲ

示ス。

6，殖民地ノ貿易

殖民地ニ於/レ貿易情況ハ勿論旧国ト異ナルモノ多シ。貿易上ニ於テナルベ

ク均衡ヲ保タシムルコトハ各国何レモ希望スル所ナリ。之レカ為メニ特別ノ

経済政策ヲ行フコトアリ。経済上ニ於テーノ独立体ヲ得ントスルハ世界的貿

易ノ発達セル今日ニ於テモ各国皆之レヲ希望セルモノナリ。即チ輸出入ノ均

衡ヲ保ツコトナリ。殖民地ニ於テハ此目的ヲ遂クlレ為メニハ多クノ年月ヲ要

スルモノナリ。殖民地ノ経済

殖民地ノ経済体ヲ見察スレパ其幼稚ナル時ニノ¥勿論輸入ノ¥輸出ヲ超過スル

モノナリ。而シテ其輸出品ハ殖民地ノ資本トシテ固定スルモノモアリ。文殖

民地ノ人民ノ食料ヲ供給シ或ハ其他ノ必要品ヲ供給スルモノナリ。始メハ工

事製作品ハ之レヲ母国ニ待タサルヲ得サ1レモノナリ。年月ヲ追フテ製産品ハ

粗製品ヨリ加工品ト進ム。而シテ遂ニ貿易上ニ於テ，権衡ヲ保ツコトヲ得ル

ニ至ル故ニ殖民地ハ経済上ヨリ観察セパ或年限間ノ¥資本ノ注入地トシテ之レ

ヲ是認セサルベカラズ。直チニ其報酬ヲ得ルコトハ難シ。往時ノ政治上，宗

教上其他己ムヲ得サ/レ原因ニ出デタル殖民地ハ報酬之レヲ論外ニ置キテ近代

ノ殖民地ハ資本ニ豊富ナル土地ヨリ資本ヲ輸出シテ事業ヲ起スガ為メニ殖民

地ヲ開クニ至ル近代ノ殖民地ハ経済的殖民地ナル故ニ其貿易ノ如キハ全ク経
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済的観察ヲ之レニ対シテ輿へザルベカラズ。

7，人口

殖民地ノ人口ノ増加ハ之ハ旧国ニ比シテ殊ニ著シキモノアリ。其原因ハ

1，殖民地ニハ壮年者ハ移住ス。移住者ノ年令ヲ正別[ママ]スレパ老齢ノ

モノヨリハ壮令者ノ多キコトハ何レノ殖民地モ同一ノコトナリ。

2，殖民地ニ於テ現在セル自然繁殖ノ外ニ移住者ノ増加シ来ルコトナリ。外

来スル人口ノ増加スルコトナリ。之ヲ近代ノ歴史ニ徴スルニ英国ノ如キ独乙

ノ如キハ殖民的国ナリ。年々歳々数十万ノ人口ヲ海外移住セシメッ、ァリ。

然レトモ其移住スルノ人口ハ本国ニ於テ自然ニ増加スル人口ノ数ヲ超過スル

コトハ殆ント絶無ナリ狭隆ナル地方ヲトツテ其人口ノ出入ヲ測ル時ニハ或ノ¥

出ヅルモノハ増殖スルモノヨリモ多キコトハ往々アリ。然シ一国ヲ平均スル

時ハ出ツル所ノ人口ハ増ス所ノ人口ニ応ジテ遥カニ少キコトノ、事実ト見テ差

支へナシ。故ニ殖民地ノ、人口増加ヲ起ル[ママ]所ノ自然ノ結果ナリトス。

本国ノ絶対的人口ヲ decシテ殖民地ヲ形成スト云フコトハ甚タ稀ナJレ事共

ナリ。勿論往時ニ於テハ国民ヲ翠ゲテ他邦ニ移住スルノ例少ナカラズ。之レ

ハ殖民地ニアラズシテ Migrationナリ。文時トシテハEnvationナリ。然ラノて

人口ノ増加ノ¥本国ニ於テ増ス所ノモノト敢テ異ナルモノナキヤト云フニ決シ

テ然ラズ。

殖民地ニ於テ境遇ノ新タニナリ食料ハ過多ニナリ身体ハ壮健トナリ前途ノ¥

有望トナリ之等ノ精神ト及ビ健康(身体)上ニ於ケルノ変化ハ殖民地ノ人口

ヲシテ繁殖ヲ多カラシムルーノ原因タルコトハ疑ヒモナキコトナリ。即チ本

国ニ於テ食物ハ披乏シ生計ノ¥困難ニシテ身体ハ自然衰弱トナリ精神上常ニ

懐々トシテ楽シマザルガ如キ境遇ニアルモノハ自然身体ノ発育不充分ニシテ

人口ノ蕃殖上ニ白ラ影響アルモノナリ。之ヲ以テ其本国ニアルヨリハ殖民地

ニ移住スル時ハ人口ノ蕃殖ハ速カナルコトハ推測スルニ難カラサルモノナ

リ。尚ホ観察スベキ点ノ¥殖民地ニ於テ近代ハ世界的人口ヲ生スルコトノ¥何レ

[ママ]国ニ於テモ見ルコトナリ。例令[ママ]世界的人口タラザ、ノレモ新血統

ヲ生ズルコトハ事実ナリ。故ニ国民ニ自ラ元気アリ。之等モ殖民地人口ヲシ

テ蕃殖速カナラシムルモノ、原因ノーナリ。米国ノ如キハ通例国民ノ数ノー
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倍スルハ二十五年ヲ以テス。

8，殖民地ニ於lレ富ノ増加

殖民地ニ於テ富実ノ増加ノ速カナルコトハ人口ノ増加ヨリ尚甚夕、シ。資本

ノ働キハ肥沃ナル土地ト相侯ツテ尤モ活溌ナ/レ情況ナリ。土地ノ開発，森林

ノ利用，積物ノ探掘漁業ノ利益，総テ殖民地ノ富源ヲ形成スルモノハ秩序的

開発ヲ待タズシテ急速ノ進歩ヲ以テ利用セラJレ、ニ至ル。従テ工商業モ天然

ノ富ノ利用ニ伴ナフテ勃興シ，個人ノ富，社会ノ進歩，其先進国ニ於テ見ル

コト不能ルモノヲ殖民地ニ於テ現出スルニ至ルコトナリ。先進園ニ在テハ起

スベキノ事業少ク資本ノ報酬ハ従テ低廉ナノレコトノ¥常ナルコトナリ。

殖民地ニ於テハ資本ノ活動速カナルガ為メニ其報酬ノ如キモノハ常時ノ標

準ヲ以テ測度スルコト不能然ラズ知何ナル程度ニテ富実ノ進歩ノ¥急速ノ度合

ヲ以テ進行スルヤト云フニ殖民地ノ状態異ナルニ従テ其期間ノ¥長短ノ差アル

ヲ免カレズ，或ヒハ二十年ニシテ殆ント先進園ト其状態ア同ジウスルモノア

リ。或ハ五十年ヲ要スルアリ。若クハ Centuryヲ重ヌJレモ尚ホ経済的活動ノ

状態ハ旧国ト異感[ママ]ヲ呈スルアリ。土地ノ虞狭ニヨリ気候ノ寒暖ニヨ

リ園民ノ気性ニヨリ天然ノ富源ニヨル。米国ノ NewEngland諸洲ノ如キハ

社会ノ文物凡テ欧洲ノ先進国ト異ナラズト凡其ノ後方ニ宏大無辺ナJレ新聞ノ

殖民地アリテ遥カニ太平洋ノ沿岸ニマテ其領土ヲ延長シ無限ノ富源ト無限ノ

人口ヲ収容スルニ足ルカ為メニ経済的活動ハ其刺戟ヲ受ケテ益々活溌トナリ

富ノ発達ハ旧国ノ企テ及パザ/レ所ナリ。今ナホ vigorousgrowthヲ為シツ、

ア1レモノト見テ可ナルコトナリ。

9 )殖民地ニ於ル地代 (rent)ノ高低

殖民地ニ於テハ地代ハ一般ニ低廉ナリ。蓋シ地代ノ¥土地ノ耕作ガ肥沃ナル

所ヨリ漸次ニ痩薄ノ土地ニ及ヒテ遂ニ耕作上ノ利益ニ差異ヲ生ズル所ヨリ起

因スルモノナルコトハ経済上ノ原則トシテ之レヲ認メラレル。然ラパ殖民地

ニ於テ肥沃ナル土地ハ全テ耕作シ終Jレニアラザレパ其地代ヲ見ルコトニ[マ

マ]不能ト云フニ実際ノ'1青況ノ¥種々ノ異例ヲ起シテ必ズシモ経済上ノ原則ヲ

追フテ進行セルモノナラズ。而シテ地代ニ於テ高低ノ常ナク又土地ノ所有者

ノ、容易ニ其土地ヲ得テ敢テ資本ヲ注入シテ土地ノ成墾ノ為メニ幾多ノ辛苦ヲ
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経テ之ニ対シテ相当ノ報酬ヲ得ルコトノ、当然ノコトニ属スト雄モ事実之ニ反

対シテ一種ノ特権ヲ得タルカ為メニ之レニ対シテ地代ヲ要求スルコトヲ得ル

カ如キ種々ノ例ヲ殖民地ニ於テ見ルコトナリ。則チ土地ノ所有ヲ容易ニナシ

タル所以ハ地代ナラ[ママ]モノノ¥起ラサノレヤト云フニ実際ニ於テハ米国ノ

如キ自由ニ移住民ニ宅田ヲ交布[ママ]ス/レノ土地ニ於テモ又本道ノ如キ無

償交附ヲナスノ土地ニ於テモ地主ト代耕者即チ小作人ナルモノハ並立ス。然

レパ殖民地ノ土地ノ¥必ズシモ随意者ヲシテ待テ開拓ヲナシウノレモノニ非ズ。

資本上ノ関係ヨリ地主モアリ。小作人モアリ相倹チテ耕開キナスコトナリ。

然ラパ地代ナルモノハ自然ノ経済上ノ結果ニテ資本ノ使用上ノ関係ト土地ノ

供給上ノ関係ヨリ起ルモノニシテ殖民事業ノ盛ナル所ニ於テハ例令[ママ]

交通ハ不便ニナリ凡テノ点ニ於テ不利ナルコトアルモ需要供給ノ点ヨリモ地

代ハ遥カニ騰貴シテ既ニ土地ノ開キ人民ノ安住シテ凡テノ点ニ於テ便利ヲ備

フルノ地方ヨリハ遥カニ地代ノ騰貴セルノ現象ヲ見ル。即チ札幌或ハ附近ノ

地代ヨリハ上川其他ノ農業地方ニ於テ地代ノ高キカ所以ナリ。又地代ハ殖民

地ヲ通シテ一種ノ標準ヲ取リテ其高低ヲ定ム/レカ如キハ容易ニナシウベカラ

ズ。地代ノ¥大ニ地方的ノモノナリ。地方ノ状況ヲ酌量シテ定ムルコトヲ要ス

ノレモノナリ。然レトモ一般ノ趨勢ハ新開ノ土地ハ減ズルニ従テ地代ノ¥騰貴ス

ノレモノナリ。恰モ製作工芸品ハ技術ノ進歩スノレニ従テ其ノ償ヒヲ低廉ナラシ

メ得ルモ有限ノ土地ト生産物需要ノ増加ハ地代ヲシテ自然ニ騰貴セシムルニ

至ル。

10)資本ノ利子

殖民地ニ於テ資本ノ¥如何ナル報酬ヲ得ルト云フニ恰モ地代ト反対ノ位置ニ

アリ。地代ハ始メハ低ク遂ニ騰貴ス。資本ノ利子ハ始メハ高ク遂ニ低下スル

傾向ヲ有スノレモノナリ。始メ利子ノ高キハーハ資本ノ欠乏ニヨルトーハ需要

ノ多キニヨノレ。資本ニ対スル利子ハ園ノ貧富ヲ示ス所ノ標準ナリ園ノ信用ヲ

顕ハス所ノ標準ナリ。殖民地ニ於テ利子ノ高キハ需要ノ多キト供給ノ欠乏ハ

其源泉ヲナスハ当然ナルカ其外ニ殖民地ニ於ケル一般ノ信用ノ欠乏ト事業ノ

性質多クハ危険ナルコトモ亦利子ノ高キ源因ナリ。資本供給ノ本源ハ組織的

機関ヲ用ヒルモノトセパ殖民地ニ取リテ幸福ナルモノナリ。然レトモ殖民地
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ニ於テハ組織的金融機関ヨリモ寧ロ個人貸借ノ¥其多キヲ占ム。之ヲ以テ金利

ノ高低ヲ一層甚ダシカラシムルモノナリ。文殖民地ニ於テハ資本ヲ要スルコ

トノ多キガ為メニ自ラ資本ヲ造ルコトハ甚ダ困難ニ属ス。故ニ産業ノ剰飴ノ¥

貯金トシテ之ヲ事業上ニ用ヒルコトノ余地ハナシ。即チ新開ノ土地ニ於テハ

剰齢資金ノ甚夕、映乏ヲ告グレパナリ。之ニ資本ノ利子ヲシテ高カラシムルー

源因ナリ。然レトモ殖民地ノ事業ハ進歩シテ富実ノ増加スノレニ従ヒ資力ノ増

殖ニ伴ヒ利子ハ漸次低落シテ殖民地ハ国ノ経済ト世界ノ経済トニ関係ヲ及ブ

ルニ至ツテハ遂ニ金利モ中央ノ金融市場ニヨツテ支配セラレ従テ殖民地モ組

織的金融機関ヲ用ヒ貯蓄制度ヲ利用スノレニ至1レ。

Plas氏ノ説

530，000，000 Caucasien [以下，タイプ，ただし漢字を除く](山00 Europe 
120，000，000 America， South America 

rest Asia 

500，000，000 黄色人種

400，000，000 印度，馬来人種

目，000，000 猶太

+ 100，000，000 劣等人種

1075，000，000 世界人種

Sir Giffen 1900 

500，000，000 

80，000，000 United States themselves 

135，000， 000 Russia 

55? 000，000 Germany ( Canada 

55，000，000 United Klngdom i Australia 

~ S. Africa 
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45，000，000 Austro Hangali 

40，000，000 France 

32，000，000 Italy 

25，000，000 Spain & Portugal 

10，000，000 Scandinavien Country 

10，000，000 Holland & Belgium 

20，000，000 Other country 

1800 

170，000，000 

1800 

of 5，000，000，000 [以下，手書き]

如何程之レノ multiplyシグルヤハ算数ノ外ナラン。

United states & Kingdomニ於テハ 1800ニテハ 20，000，000ナラン。

centuryノ間ニ 80，000，000トナレリ。

Future population in 2000 A. Dニテハ

1，500，000，000 -2 ， 000 ， 000 ， 000トナルラン。

11)労働者ノ賃銀

一般ニ高キコトノ¥当然ナリ。殖民地ニ於テ欠乏セルモノノ、資本ト労働者ト

ナリ。労働者ノ供給ニシテ不足ナルヨリ賃銀ノ高キコト，労働者ノ技芸ノ進

歩セルヨリ高キノト二様アリト雄モ殖民地ニ於テ賃銀ノ高キハ蓋シ前者ニ属

ス。賃銀ノ高キカ為メニ労働者ノ生活ハ一般ニ高ク又独立心ニモ富ム自然ノ

結果トシテ労働者社会ニ人口ノ殖繁[ママ]モ著シキ事実ナリ。米国ニ於テ

労働賃銀ノ尤モ高キ処ニ於テハ西部地方ナリ。労働者ノ多クハ Ireland，Ger-

man， Italy， Hungary等ノ移住者ニシテ彼等ハ長ク労働者トシテ職業ヲ取ル

ニ非ズシテ独立ノ資本ヲ得ル為ニ労働者タルモノ多シ故ニ彼等ハ賃銀ヲ高ク

シテナルベク支那人，日本人或ハ異人種ノ出稼労働者ヲ入ルコトヲ好マザ、ル

モノナリ。彼等生計ノ程度ノ，到底低廉ナル賃銀ヲ以テ生活スノレコト不能lレ

モノナルヲ以テ，出稼労働者ヲ排斥スルコトヲ以テ労働ノ神聖ヲ維持スルモ
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ノトナス。

殖民地ノミナラズ，労働ノ賃銀ハ自然ニ騰貴スル傾向アリ労働ノ性質ハ知能

的トナリカヲ労スル業務ノ¥或ハ自然力ニ或ハ動物力ヲ用ヒルカ為メニ労働者

ノ¥損量ヲ研究シテ高等ナル業務ヲトルコトナルハ当然ナリ。従来ノ如ク殖民

地ニ於テ低廉ナル賃銀殊ニ劣等種族ノ労働者(奴隷，隷属者)ヲ用ヒテ殖民

事業ヲ起スハ益々困難トナル故ニ殖民事業ハ労働賃銀ヲ省キテ資本ノカヲ以

テ事業ヲ起スコトヲ企テザルベカラズ。

12 殖民地ニ於テーノ著シキ経済上ノ特徴ノ¥最富者ヲ生スルコトノ多キコト

ナリ。蓋シ新聞ノ土地ニ於テハ起ス新事業多クシテ所以遺利多キガタメニ少

シク事業上ニ機敏ノ働キヲナスモノ，又危険ヲ犯シテ大胆ナル事業ヲ企ツル

モノ又資本力ニ豊裕ナルモノハ新開ノ地ニ於テ一代ニシテ巨万ノ富ヲ作1レコ

トハ甚夕、難キコトニアラズ。或ハ鉱山ニ或ハ鉄道ニ或ハ森林業ニ製造業ニ農

牧業ニ利益ヲ輿フル所ノモノハ多キコトナリ。此ヲ以テ新開地ノ創業者(Pio-

neer)ナル者ノ¥一世一代ニシテ巨大ナル富ヲ造リ遂ニ其地方ノ進歩スルニ従

テ名望家トナリ政治家トナリ権力ト名誉トヲ併セ有スルモノハ少ナカラサル

モノナリ。

13 信用ノ程度

信用ノ程度ノ¥甚タ薄弱ナルモノナリ。殊ニ対人信用ハ殖民地ニテ之レヲ得

ルコトハ至難ニ属ス。人ノ品性ト名誉トハ未ダ全ク成立セラレザ、ルヲ以テナ

リ。況ンヤ対物信用ニ於テモ債格ノ変動ハ常ナキガ為メ，之レヲ抵当トシテ

貸出シヲナスコトヲ好ムモノハ少ナル故貸出資金ハ其ノ危険ニ見スルカ為メ

ニ高率ノ利子ヲ科セザルヲ得ザルモノナリ。銀行制度ノ殖民地ニ於テ其ノ実

際ノ働ヲ明ニスルコトヲ得ルニ至ルハ梢々殖民地ノ進歩セルノ後ニアラザレ

パ不可能。多クハ個人対借ニ依テ資金ノ欠乏ヲ補フ故ニ高利貸シヲ生ズ。東

西何レノ地ニ於テモ免レル能ハスシテ彼等ハ互ノ用ヲナスモノナリ。

14)殖民地ニ於ル投機的事業

新開地ノ土地ニハ凡テノ事業ハ投機的ニ見ゆ。危険ノ性質ヲ若干帯フ、ルモ
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ノナリ。危険ヲ犯サすレパ希望ヲ現出スル事不能。需要供給ノ大勢ヲ察シ事

業上ノ資本ヲ注入シ近キ将来ニ於テ其事業ヨリ報酬ヲ得ントスルコトヲ希望

スルコトハ必ズシモ之レヲ投機的事業ト称スベカラズ。[原文空白]現物以外

ニ車ニ希望ヲ有シテ取引責買ヲナスコトヲ員ノ投機ト称スノレナリ。所以将来

ノ需要ヲ予案シテ有利的ノ事業ヲ企ツルコトハ殖民地ニ於テ之レヲ奨勘シテ

可ナルコトナリ。安全ナル事業ハ利益薄ク危険ナル要素ヲ含ム事業ハ利益多

シ。然シ往々殖民地ニハ詐[原文空白]的事業多シ。

員正ノ商業上ノ取引ハ殖民地ニ於テ之レヲ奨勘セザレパナラヌモノナリ。

其間詐欺ノ行為ノ往々アルハ殖民地ニ於テ免カルベカラザル通弊ナリ。殖民

地ニ於テ可成商工業ヲ権束セズシテ発達セシムベシ。今日ハ往時ノ如キ[原

文空白]ヲナス時ニアラズ。

殖民地政府ノ組織

殖民歴史上ニテ所以colonising power殖民的強固ハ始メハ Spain，Por 

tugal及ビHollandノ三園ハ印度諸島，南米及ビ東洋殖民地ヲ建設セリ。之レ

ニ次クイ弗園ハ十七八世紀間殖民事業ニカヲ致シ最後二英国ノ出テ漸次諸園ノ

殖民地ヲ或ハ侵墨シ或ハ譲輿ヲ受ケ，或ヒハ買収シテ遂ニ世界ニ於テ最大ノ

殖民園トナリヌ。

19世紀ニ及ンデ露園ハ盛ンニ Siberia及ビ満洲ニ殖民事業ヲ起シ， Ger-

manニテハ Africa及ビ東洋ニ新ニ殖民地ヲ建設スルニ至ル。而シテ各強園

ノ殖民地ヲ統御スルハ各其園ノ政体文物ノ異同アリテ，殖民政策ニ直チニ影

響ヲ及ボス。然レトモ英国ハ既往三百年間殖民地ヲ統御ス1レコトニ最モ経験

ヲ積ミ，尤モ其宜シキヲ得タルナリ。将来殖民事業ヲ起ス園ノ為メニ好模範

ヲ与フ。宏大ナル殖民地ヲ統御スルコト Canada，Australiaニ於ノレ如キ商業

地ヲ支配スルコト香港，亜典ノ如キ共用的殖民地ヲ支配スルコト Maltha，

Zibralthalニ於lレガ如キ各殖民地ノ種類ニ従ヒ政府ノ組織ヲ異ニスル。而モ

本国政府ノ殖民省ニ於テ高里ノ絶域ニアノレ殖民地ヲ統御スル恰モ其圏内ニ於

ケル洲都ヲ統御スルカ如ク自治ノ上ニ又ハ統裁ノ上ニ於テ其宜敷キヲ得。

殖民地ノ種類ヲ分チテ之ヲ三種トナス。
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1， Chartered Colony 特許ヲ受ケテヰルモノ

2， Proprietory Colony 大地主ノ殖民

3， Crown Colony 王領殖民

之ノ三種ニヨリテ政府ニテハ直管ト自治トニ分タル。

現今ニ於テモ殖民地ノ政治上ノ組織ニヨツテ殖民省ニ於テ之ヲ三種ニ分

ツo

1，王領殖民地 Crown Colonyニシテ国王ハ立法ノ全権ヲ有ス。

其行政ハ殖民大臣ノ監督ヲ受ケテ知事ハ之レヲ執行スル。 (Ceylon)

2，殖民地ニシテ殖民地議会ヲ有スルモノ。然レトモ責任政府ヲ有セズ。

(respensible governmentナシ)故ニ国王ハ立法上ニ於テハ不認可権

ヲ持ツノ外，何等権能ヲ行フコト不能。併シ殖民地ノ管理ハ凡テ本国

政府ニヨツテ任命セラル。

3，殖民地ニシテ議会ヲ有シ併セテ責任内閣ア有スル政府ヲ立ツルモノナ

リ。

此殖民地ニ於テハ国王ハ立法上ニ於テ不認可権ヲ有スレトモ，知事ヲ

除クノ外ハ責任アル内閣ノ任命スル所ニシテ園王ハ之ニ関輿スルコト

ナシ。 (Canada)

其例ヲアグレパ Ceylon ハ第一種

Barbedoreハ第二種

Canada ハ第三種

近年英国ノ政治問題ニ於テ Colonial confideration及ピImperial Con-

fideration (帝国連合)ナル問題起レリ。前者ハ既ニ Canada殖民地ノ連合ヲ

以テ其実例ヲ輿へ市モ本年ニ至ツテ濠洲ニ於ル各殖民地ノ連合ヲ以テ殆ント

其目的ヲ遂ゲ，後者ノ¥英国ニ於テ敵圏外患アルトキニ Africaノ遠征 (Lan-

sverノ役)又ハ北清事変ノ知キ大兵ノ出征ヲ用ヒルトキ殖民地ハ其本国ニ向

ツテ援勢ヲ輿へ，増々帝国ノ園事ニ対シテ密接ニシテ早晩或ノ¥英国ニ向ツテ

合同シテ同一ノ代議政体ノ下ニ立ツニ至ルカ然ラズンパ濠洲又ハ Canadaノ

如キハ独立ノ園タルニ至ノレモ計ルベカラザルコトナリ。

〔完〕

38-



佐藤昌介「植民論」講義ノート一一植民学と札幌農学校一一

[付記] 本稿は，プロジェクト研究「植民論にかんする文献調査・研究」の

成果の一部である。史料の復刻にあたっては，日本史学専攻修士課程学生，

須田誠氏に原稿作成に協力していただいた。同氏に謝意を表したい。
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